
ナビシステム本体用
1 電源コード 2 圧着式コネクター 3 フロントパネルプレート 4 日産車用プレート 5 両面テープ（プレート用） 6 3K5×6 7 3T5×6 8 ワッシャー（∅ 6）
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（4）

 
（4）

 
（2）

TVチューナーユニット用 コネクションボックス用
9 電源コード 0 接続延長ケーブル（3m） qa マジックテープ qs 音声認識用マイク qd マイククリップ qf コードクランパー qg マジックテープ

 
（2）

 （10）
（GPSアンテナ用を含む）

TVアンテナ接続部品
qh TVアンテナ（7m） qj アンテナ延長コード（2m） qk コードクランパー ql コードクランパー w; 防水ゴム wa 両面テープ ws コードガイドレール wd クリーナー液 wf 不織布

 
（左1、右1）

 
（6）

 
（2）

 
（2）

 
（2）

GPSアンテナ用 リモコン用
wg GPSアンテナ wh クッション wj 両面テープ wk リモコン本体 wl リモコンホルダー e; 両面テープ

DVDナビシステム

取り付けはお買上げ店に依頼する

本機の取り付けは車種や年式により異なり、専門知識が
必要です。万一、ご自分で取り付けるときは、この「取
り付けと接続」に従って、正しく取り付けてください。
正しい取り付けをしないと、火災や感電または自動車の
損傷の原因となります。

取り付けと接続
お買上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項
を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

この「取り付けと接続」および取扱説明書には、事故を防ぐ
ための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この「取り付けと接続」および取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつ
でも見られるところに必ず保管してください。

取り付け、接続作業をするときには、必
ずイグニッションキーをOFFにするか、
キーを抜いておく
イグニッションキーをONにしたまま作業する
と、バッテリーあがりや、ショートによりヒュー

ズ飛びや発煙などの危険があります。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つ
けない

火災の原因となります。車体に穴を開けて取り

付けるときは、パイプ類、タンク電気配線など

の位置を確認してください。

ステアリングやブレーキ系統、タンクな
どにある車の性能を維持するための部品
を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリ

ングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使う

と、制動不能や火災の原因となります。

分解や改造をしない

火災や感電、事故の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を

取ると、リード線の電流容量を超えてしまいま

す。内部の点検や修理はお買い上げ店またはソ

ニーサービス窓口にご依頼ください。

規定容量のヒューズを使う

ヒューズを交換するときは、必ず電源コードの

ヒューズケースまたは本体に記された規定容量

のアンペア数のものをお使いください。規定容

量を超えるヒューズを使うと、火災の原因とな

ります。

下記の注意を守らないとけがをしたり
自動車に損害を与えたりすることがあります。

安定した場所に取り付ける

振動の多いところや、天井などに取り付ける

と、製品が動く、落ちるなどにより、事故やけ

がの原因となることがあります。

TVアンテナは車体からはみ出さないよ
うに取り付ける
歩行者などに接触し、事故の原因となることが

あります。

付属の部品で正しく取り付ける

他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、

しっかり固定できないなどで、火災やけがの原

因となることがあります。

本機の通風口や放熱板をふさがない

フロアカーペットの内側やマットの下などに設

置して通気口や放熱板などをふさぐと、内部に

熱がこもり、火災などの重大事故の原因となり

ます。

アンテナは確実に両面テープで固定する

車体や歩行者などに接触し、事故の原因となる

ことがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

下記の注意を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

 安全のために
警告表示の意味
「取り付けと接続」および取扱説明書、製品では、次のような表示をして
います。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり自動車に損害を与えたりすることが
あります。

取り付け部品の確認（付属品）この「取り付けと接続」に記載されている取り付け先または接続先の機器は、すべて別売り品です。ただし、付属品は除きます。

本機はDC12Vマイナスアース車専用です
大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車な

ど、24V車で使用すると火災などの原因となり
ます。

前方の視界を妨げる場所に取り付けない

前方の視界の妨げになると、事故やけがの原因

となります。

助手席用エアバッグシステムの動作を妨
げないように取り付ける
動作の妨げになる場所に取り付けると、エアバッ

グが正常に働かず、けがの原因となります。

運転操作や車体の可動部を妨げないよう
に取り付ける

運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げに

なる場所に取り付けや配線をすると、事故や感

電、火災の原因となります。

• ネジやシートレールなどの可動部にコード
類をはさみ込まない。

• コード類はまとめる。
• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどが正しく操作できることを確認する。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多
い場所には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電

の原因となります。

別売り機器と接続する

ナビゲーション� アンテナ入力�

ナビゲーション�

アンテナ入力�

ご注意

• CD/ROMチェンジャーCDX-R61やATISユニットXA-160A/165Aは接続できません。
• 一部のデジタル携帯電話は使用できないことがあります。詳しくはお買い上げ店にご相談ください。
• ビーコンユニットとしてNVA-VB1（別売り）を使うこともできます。そのとき、接続には接続コード

RC-131（別売り）をお使いください。
• PDCインターネットユニットの接続は、ナビシステム本体をTVチューナーユニットに接続した後に行っ
てください。

正しい取付け
正しい操作で
安全運転

NVX-DV733
Sony Corporation  1999   Printed in Japan

入力� 出力� 映像� 左�音声� 音声� 音声�

入力(2)コントロール(ソニーバス)

右� 映像� 左� 右� 映像� 左�

入力(1)出力�

右�

（ソニーバス）�

1

FMトランスミッター/電源� ソニーナビ�

マイク� ソニーナビ�

テレビアンテナ入力�

DC12V 2 3 4

e

e

E

FM ANT

GPS ANT BEACON POWER 12VCOMMUNICATION IN/OUT

1 接続　

FMアンテナVCA-14（別売り）など*6

GPSアンテナwg

RFモジュレーター（別売り）を接続するとき*7

RFモジュレーターCDX-525RFなど

ATT入力端子をもった機器へ

フィルター

ヒューズ

水色（0.45m）

赤（0.45m）

圧着式コネクター2 若草色（2.5m）

黒（0.7m）

（1m）

黄（5.5m）

紫／白（5.5m）

ピンク（1.5m）

バックランプの電源コード（＋12V）*4

車速センサーコード*4

保護素子*3

保護素子*3

最大許容電流0.1A

お手持ちの
カーラジオ

お手持ちのカーラジオの
パワーアンテナコントロール
電源コード（パワーアンテナ
コントロールリード）

アンテナコントロール電源端子

代表的な車両配線コネクターの例（下記以外の場合はお買い上げ店にご相談ください。）
日産車の例
 ’93.8以前 ’93.8以降

トヨタ車の例 ホンダ車の例
’97.8以前

ご注意

• TVチューナーユニットとコネクションボックスは、できるだけ互い
に離して設置してください。近づけて設置すると、テレビ画面にノ

イズが出ることがあります。

• TVアンテナはFM/AMアンテナから離して取り付けてください。
• ATISユニットXA-160A/165Aは接続できません。
• FMトランスミッターの電波を受信時、FMラジオよりノイズが出る
場合は、TVチューナーユニットをノイズが少なくなる場所へ配置し
てください。

車両側の配線コネクターがギボシ加工されていないときは、上図のようにア
ンテナコントロール電源端子のコードを切断し、市販のギボシ端子を取り付
けてください。（車両側にパワーアンテナコントロール電源がない場合や、手
動式のロッドアンテナの場合は接続の必要はありません。）

電源コード1

黄（0.15m）

アクセサリー（ACC）電源へ*1

バッテリー電源へ

車体の金属部分へ

車両側パーキングブレーキスイッチコードへ*2

*1 イグニッションスイッチにアクセサリーポジションのない車には、

取り付けられません。

*2 若草色コードは、必ず車両側のパーキングブレーキスイッチコード

に接続してください。若草色コードを接続し、必ず車を止めてパー

キングブレーキを引いてからでないと、モニターの開閉ができませ

ん。

*3 保護素子は絶対に向きを逆に取り付けないでください。

*4 必ず車両側車速センサーコード、バックランプの電源コードに接続

してください。また車速センサーコード、バックランプの電源コー

ドについては、「ソニーFAXインフォメーションサービス」（表面右下
参照）をご利用になるか、お買い上げ店にご相談ください。

*5 圧着式コネクター2は保護素子より車側の位置で接続してください。

*6 電波の強い地域では、TVアンテナqhの4系統のアンテナ入力のうち
の1本を使用することができます。電波の弱い地域では、FMアンテ
ナVCA-14（別売り）またはアンテナ分配器XA-46FM（別売り）を接
続してください。車載アンテナがガラスアンテナの場合、充分な受

信感度が得られないことがありますので、FMアンテナVCA-14（別
売り）を接続してください。

*7 RFモジュレーターCDX-525RFを接続するときは、アンテナコード
の配線順序にご注意ください。

アンテナコードの配線はアンテナ分配器XA-46FM（別売り）に接続
してから、RFモジュレーターに接続してください。アンテナ分配器
XA-46FM（別売り）とRFモジュレーターの順序を逆にして接続する
と、RFモジュレーターを使用する機器を動作させたときに、VICSや
D-GPSが受信できなくなります。

*8 車載FM受信機でトランスミッターの電波を受信するときに使用しま
す。引き延ばしてノイズの少ない位置に固定してください。設置す

る際は、TVアンテナコードから離してください。TVアンテナコード
に近づけて設置すると、TVの受信に影響を与えることがあります。

*9 別売りのバス／ピンコードRC-61（1m）、RC-62（2m）、また延長
コードRC-87（2m）があります。RC-117とは異なりますのでご注
意ください。

*10VMC-810S（1m）、VMC-820S（2m）などの別売り接続コードです。
*11CD/MDチェンジャーに付属のバスコードやRCAピンコードをお使
いください。

マスターユニットを接続したときには

取り付けと接続が終ったら、車のイグニッションスイッチをACC
またはONの位置にして、ナビシステムのリセットボタンを押した
後にマスターユニットのリセットボタンを押してください。

車速センサーコード、バックランプの電源コード、
パーキングブレーキスイッチコードの接続について
正確な測位、または安全のため、圧着式コネクターを使用して各コードを接続します。各コードの組

み合わせについては、以下を参照してください。「1接続」もあわせてご覧ください。

ナビ本体側 車両側

ピンク色コード 車速センサーコード

紫／白コード バックランプの電源コード

若草色コード パーキングブレーキスイッチコード

車両側の上記各コードの位置は、取り付ける車両により異なりますので、「ソニーFAXインフォメー
ションサービス」（表面右下参照）をご利用になるか、お買い上げ店にご相談ください。

圧着式コネクター2の使いかた

ご注意
車両側パーキングブレーキスイッチコードが細い場合、接触が不充分になることがありますのでご注意くだ
さい。

パーキングブレーキスイッチコードの位置について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なります。

下図は代表的な例ですが、詳しくはお買い上げ店にご相談ください。

パーキングブレーキがフットブレーキの場合 パーキングブレーキがハンドブレーキの場合

ナビシステム本体側のコード
（上記表参照）

パーキングブレーキ
スイッチコード

パーキングブレーキ
スイッチコード

FMアンテナは、FM-VICSや
FM多重放送を受信するのに
重要です。

ナビシステム本体（背面）

圧着式コネクター2*5

車両側のパワーアンテナコントロール電源コード
（パワーアンテナコントロールリード）

青（0.45m）

必要なときはここを
切ってのばす。

TVアンテナコ－ド接続の際は
コ－ドクランパ－qlでコ－ドを

結束してください。

FMトランスミッター用アンテナ*8

（接続しません。）

TVチューナーユニット
接続ケーブル（2.5m）

TVアンテナqh

車体の金属部分へ

音声認識用マイ
クコード（7m）

ショート事故を防ぐために
作業中のショート事故防止のため、電源コード

（赤色コードと黄色コード）の接続は、接続作業の

最後に行うか、バッテリーのマイナス端子をはず

してから行うようにしてください。（ただし、ドラ

イブコンピューターやカーオーディオが取り付け

てある車では、バッテリーのマイナス端子をはず

すと、コンピューターやカーオーディオのメモ

リーの内容がすべて消える場合がありますのでご

注意ください。）

ヒューズの交換
ヒューズを交換するときは、必ずヒューズに記

してある規定容量（アンペア数）のヒューズを

お使いください。規定容量以上のヒューズや針

金で代用すると故障の原因となるだけでなく大

変危険です。

TVチューナーユニット

PDCインターネットユニット
NVA-W1C（別売り）

VICS対応ビー
コンユニット

NVA-VB2
（別売り）

ビーコンアンテナ

接続コード（NVA-VB2に付属）

ナビシステム本体
（背面）

COMMUNICATION
IN/OUTへ

デジタル

携帯電話

（別売り）

BEACONへ

ソニーFAXインフォメーションサービスのご案内（FAX付電話でご利用になれます）

カーフィッティングFAXサービス　車輌メーカー、車種・車輌形式別のカーオー
ディオ部の取り外し方法、各種センサー位置等の資料

1インデックスの入手／03-3552-7209 →車輌メーカー別のBOX番号を受信
2資料請求／03-3552-7488 →アナウンスに従いご希望の車種の該当BOX番号
を入力してください。

• ソニーFAXインフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料・資料請求は通話料のみ
お客様のご負担となります。またFAXの機能によっては受信できない場合があります。

• FAXサービスのメンテナンス日は　毎月第2木曜日　午前8：00～午後11：00となっております。ご
迷惑をおかけしますが、当日前記時間帯は資料を取り出すことはできません。ご了承ください。（第2
木曜日が祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス日とさせていただきます。）

24時間
お手元のFAXで
資料が取り出せます

保証期間中の操作や取り付け・接続、故障に関

するお問い合わせは

テクニカルインフォメーションセンターへ

（モービルエレクトロニクス専用）

0120-64-0131（フリーダイヤル）

必ず接続先の機器に付属の説明書もあわせてご覧ください。
取り付ける車両のくわしい資料については、「ソニーFAXインフォメーションサービス」（表面—この面の右下参照）をご利用することもできます。

コネクションボックス

音声認識用
マイクqs

アンテナ延長コード（2m）qj

コネクション
ボックス接続
ケーブル
（2.5m）

アンテナ分配器XA-46FM（別売り）*6

GPSアンテナ接続コード（5m）

イルミ接続端子（0.3m）
イルミネーション電源へ

保護素子*3

’97.8以降*12

（7m）

茶（0.6m）

黒（1m）

圧着式コネクター2

車両側の各コード
（上記表参照）

コネクターのはずしかた
この部分を押しながら引っ張る。

この部分を押しながら引っ張る。

ビデオコード*10またはRCAピンコード*11

バスコード*11

バスコード*9

ビデオコード*10またはRCAピンコード*11

ビデオコード*10または
RCAピンコード*11

カーアンテナより

カーオーディオのアンテナ
コネクターへ

*12対象車種は、アコードセダン、アコードワゴン、トルネオセダン、CR-V、オデッセイ、シビックRです。
（1998年1月現在）

「Sony online」は、インターネット上のソニーのエレク�
 トロニクスとエンターテインメントのホームページです。�

TVコントロール機能付きソニーマスターユニットを
接続していないとき
ビデオカメラやビデオデッキなどの映像／音声出力端子へ

TVコントロール機能付きソニーマスターユニットを
接続しているとき
ソニーバス対応のCD/MDチェンジャーのバス音声出力端子へ

本機と接続可能なソニーバス対応のマスター
ユニット*のバスコントロール端子へ

ソニーバス対応のCD/MDチェンジャーの
バスコントロール端子へ

TVコントロール機能付きソニーマスターユニットを
接続していないとき
後席用テレビや後席用モニターなどの映像／音声入力端子へ

TVコントロール機能付きソニーマスターユニットを
接続しているとき
ソニーバス対応のマスターユニットのバス音声入力端子へ

ビデオカメラやビデオデッキなどの映像／音声出力端子へ

* 本機と接続可能な別売りマスターユニットは、
MDX-G77RECまたはMDX-G55のみです。
（’99年12月現在）

アクセサリー（ACC）電源へ
（必ず先に、上のカーオーディ
オのアンテナコネクターへの接
続をしてください。）

車体の金属部分へ

赤（0.3m）

黒（0.3m）

（0.14m）

ヒューズ

* I - 3 - 8 6 8 - 3 7 5 - 0 2 * (1)

電源コード9



取り付ける前に
下図のように取り付けられるかどうか、ご使用になっている車に合わせて各機器を配置してください。

ナビシステム本体 リモコン本体 音声認識用マイク

GPSアンテナ TVチューナーユニット コネクションボックス TVアンテナ

ご注意

次のような場所への取り付けは避けてください。

•高温になるところ。
•直射日光が当たる場所、ヒーターの熱風を直接受ける場所など、温度が極端に高いところ。

3 TVチュ－ナ－ユニットを取り付ける
助手席の下などに取り付けてください。

ご注意

直射日光が当たる場所、ヒーターの熱風を直接受ける場所など、温度が極端に高いところへの取り付

けは避けてください。

マジックテープqaでカーペットなどに取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

マジックテープは底面中央の銘版を避けて貼ってください。

TVチューナーユニットをトランクなどに取り付ける場合
TVチューナーユニットをトランクなどナビ本体から離れた場所に取り付けるときは、付属の接続延長
ケーブルq;をナビ本体のTVチューナーユニット接続用ケーブルに接続してからTVチューナーユニッ
トに接続してください。

ソニーナビ�

4 コネクションボックスを取り付ける
助手席の下などに取り付けてください。

ご注意

直射日光が当たる場所、ヒーターの熱風を直接受ける場所など、温度が極端に高いところへの取り付

けは避けてください。

マジックテープqgを2つに切り、カーペットなどに取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

マジックテープは底面中央の銘版を避けて貼ってください。

6 GPSアンテナを取り付ける
車外に取り付ける場合

GPSアンテナは、GPS衛星の電波が車のボディなどで遮られ
ない場所（車外のルーフやトランクリッドなど）に、水平に取

り付けてください。

GPSアンテナは磁石で取り付けます。取り付けるときは、ボ
ディを傷付けないように静かに置いてください。

アルミやFRPボディの車に取り付ける場合
アルミやFRPボディの車には磁石で取り付けられませんので、車
内に取り付けてください。

1　トランクリッドなどの上に取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

2　トランクリッドの裏側に、クッションwhを取り付け
る。
雨水がコードを伝わって車内に侵入しないように、トラン

クリッドを閉めたときに、ゴムパッキングの上にクッショ

ンwhが当たるように取り付けてください。

ご注意
•コードを車外でたるませたままにしないでください。
•車種によっては、コードがトランクリッドまで届かない場合があります。
その場合は、アンテナを車内に取り付けてください。

•コードを固定するときは、必要に応じて付属のコードクランパーqfをご使用ください。
•取りはずすときにコードを引っ張らないでください。磁石が強力なため、コードが抜けることがあ
ります。

•自動洗車機で洗車するときは、アンテナを外してください。アンテナが外れて車のボディを傷付け
ることがあります。

•GPSアンテナコードは、GPSの信号とGPSアンテナへのDC電源が通っています。配線にあたって
は、車体可動部へのかみ込みにご注意ください。コードを破損すると、GPSアンテナおよび本体
（地図ディスクプレーヤー）の故障の原因となります。

アンテナの塗装について
アンテナは車のボディーカラーに合わせて塗装できますが、金属粉が含まれる塗料（メタリック系の

塗装など）は、受信感度の低下や受信不能の原因になるため使用しないでください。また塗装すると

きにアンテナを分解しないでください。

ご注意
一部のウィンドウガラス（フロント、リアとも）には、GPS衛星の電波を通さないものがあります。
GPSアンテナを車内に取り付けて受信状態が不安定なときは、一度アンテナを車外に取り付けて受信
してみてください。

車内に取り付ける場合
•リアトレイやダッシュボードに取り付けます。
•平らな位置に、アンテナが水平になるように取り付けてください。
•できるだけ角度が大きくなるような場所に取り付けてください。また、GPS衛星からの電波を遮る
ものがない場所を選んで取り付けてください。車内に適する場所がない場合は、車外のトランクの

上などに取り付けてください。

1 アンテナに両面テープwjを貼り付ける。

2 はくり紙をはがして接着する。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

2 ナビシステム本体を取り付ける

本機を取り付ける前に
本機は安全性を重視して設計されておりますが、正しい位置に確実に取り付けを行わないと事故の原

因となり大変危険です。

取り付ける前に、必ず以下の事項を確認してください。

•モニターをセットしたときに、エアコンの吹出し口の近くのときは吹出し口を閉じてください。
•本機はイグニッションキースイッチにアクセサリー（ACC）ポジションのない車には取り付けられ
ません。

•モニターをセットしたときに、ハザードランプスイッチなどがモニターの後ろに隠れずに、すぐに
押せることを確認してください。

•本機（モニター）は極端に低温または高温になる場所には取り付けないでください。（キャビネット
の変形や液晶パネルの故障の原因になります。）また、直射日光下の車内はかなりの高温になりま

すので、日光が直接当たらないようにしてください。

取り付け位置
前方視界を妨げることがなく、また運転中極端に視線を動かさずにすむようにセンターコンソールや

インダッシュの高い位置に取り付けてください。2DINサイズの場合は、必ず上段に取り付けてくだ
さい。

取り付け角度
水平から25°以内で取り付けてください。25°以上傾けて取り付けるとモニターのセット/収納ができ
なくなるなどの原因となります。

センターコンソールやインダッシュに取り付ける
トヨタ車や日産車、三菱車のほとんどは純正カーオーディオを外して、その後に本機を取り付けられ

ます。ただし、車種（一部のトヨタ車、スバル車など）によっては、本機のモニターローディング機

構の動作寸法より小さな場合があります。その場合、下図を参照して車両側のクラスターパネルを加

工してください。（詳しくはお買い上げ店にご相談ください。）

（単位：mm）
ご使用の車が上記以外のときは、別売りの取り付けキットが必要です。詳しくは、お買い上げ店にご

相談ください。

取り付け時のご注意
•取り付けは慎重に行ってください。本機を落下させたり、ぶつけたり、無理な取り付けを行います
とシャーシが歪んでモニターのローディング機構が動作しなくなり、故障の原因となります。

•純正ブラケットを本機に取り付けるとき、本機側面に刻印されている「T」（トヨタ車/三菱車用）、
「N」（日産車用）、「T/N」（トヨタ車/三菱車/日産車共用）マークにブラケットの取り付けネジ穴を合
わせて、付属のネジ6または7で取り付けてください。

T/N

T/N T/N
T T T

N

N

N

•マツダ車用取り付け金具GMD-235を使用する場合は、付属のネジ6とワッシャー8で金具を取り
付けてください。

•モニターのセット／収納のためには、シフトレバーを一番前にした状態からナビシステムの取り付
け面まで147mm以上の間隔が必要です。

シフトレバー 
取り付け面から147mm

•シフトレバーの位置によっては、モニター部が当たる場合があります。シフトレバーを一番前にし
たときに運転の操作の妨げにならないことを確認してください。

•本機とマスターユニット （1DINサイズ）を重ねて取り付ける場合は、本機を上段に取り付けます。

取り付けかた

1 純正カーオーディオを取り外す。
センターコンソールやインダッシュから純正オーディオを取り外し、カーオーディオを取り付

けていた純正ブラケットを利用して、本機を取り付けます。

2 本機を仮置きする。
• 本機の後部が車両側にあたるときや、モニターをセットしたときにモニターの上部背面がセ
ンターコンソールにあたりそうなときは、取り付け位置を移動させてください。本機は

14mm前方へ移動させて取り付けることができます。前方へ取り付けるときは、フロントパ
ネルプレート3を取りはずしてください。

• 本機を14mm前方へ移動させて別売りのマスターユニット（1DINサイズ）と重ねて取り付け
る場合、車種によってはマスターユニットの操作が困難になることがあります。操作しやす

いかどうか、必ず取り付ける前に確認してください。

フロントパネルプレートを取りはずす場合

（右上につづく）

7 音声認識用マイクを取り付ける
1 マイククリップqdを取り付ける

音声認識用マイクの後ろ側から「カチッ」と音がするまで差

し込みます。

2 サンバイザーに取り付け、ナビ本体に接続する
接続について詳しくは表面の接続図をご覧ください。

8 ナビシステムを起動させる
1 車のエンジンをかける。

2 ブレーキランプやライト、ホーン、ウィンカーなど、
すべての電装品が正しく動作することを確認する。

3 ナビシステムのリセットボタンをつまようじの先などで
押す。
ソニーバス対応のマスターユニットを接続している場合は、ナビシステムの

リセットボタンを押した後に、マスターユニットのリセットボタンを押して

ください。

コードの処理について
取り付けと接続が終わったら、コードは運転の邪魔にならないようにまとめてください。

コードがシフトレバーなどにからまると、非常に危険です。

また、ドアやシート下のレールにコードがかからないようにしてください。コードがはさまって断線

するおそれがあります。

9 リモコンを取り付ける
正しくリモコン操作ができることを確認し、シフトレバーの脇などの

操作しやすい場所に固定してください。

ご注意
次のような場所への取り付けは避けてください。

•シフトレバーや、サイドブレーキなどの操作の妨げになるところ。
•運転席、助手席のシートの前後、上下など可動部の妨げになるところ。
•ダッシュボードの上やハンドルの上など、直射日光の熱によって変形す
るおそれのあるところ。

リモコンと受光部が向き合うように、両面テープe;で取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

ご注意
直射日光下ではリモコンの信号が受信されにくくなることがあります。このようなときは、受光部に

リモコンを近づけて操作してください。

5 TVアンテナを取り付ける
取り付ける前に

•必ずリアウィンドウに取り付けてください。
•車のラジオ用アンテナや、パーソナル無線、アマチュア無線、自動車電話などのアンテナから離し
て取り付けてください。近くに設置すると、他のアンテナの影響を受ける場合があります。

•エレメントが車体より出ない所を選んでください。目に当たるなどして大変危険です。
•なるべく平らな部分に貼り付けてください。ガラス曲面がきついと、はがれる危険があります。
•湿気の高いとき（雨、霧など）は、貼り付け面を充分に乾燥させてください。取り付け面に水気があ
ると、接着力が低下し、はがれる危険があります。

•取り付け面の温度が低いときは、接着力を上げるため、車内ヒーター、リアウィンドデフォッ
ガー、ドライヤーなどを利用し、温めてから貼り付けてください。

•アンテナの左右を確認して取り付けてください。

取り付けたら
•すぐに走行しても問題はありませんが、24時間は水をかけたり、雨にあてたり、無理な力を加えな
いでください。

•走行前に、確実に固定されていることを必ず確認してください。
•取り付け後は、取り付け状態を時々点検してください。
•自動洗車機の使用は避けてください。
•アンテナ本体、エレメント、コードをアルコール、ベンジン、シンナー、ガソリン、ワックスなど
で拭かないでください。（変形、破損の原因になります。）

•次のような場所では、映りにくくなります。
１.ビルとビルの間 ２.高圧線、送電線付近
３.飛行機が近くを飛んでいる場合 ４.電車が近くを走行している場合
５.山中や放送局から遠い場所 ６.トンネル内
７.ラジオ放送、アマチュア無線局の送信アンテナ付近

取り付けかた
あらかじめ、不織布wfとクリーナー液wdで、貼り付け面の油やワックス、ほこりなどを拭きとってお

きます。クリーナー液が乾いたら水で洗い流して乾いた布で乾拭きしたあと、以下の手順で取り付け

てください。

1 アンテナqhから取り付け金具をはずし、貼り付け面に
合わせて折り曲げる。
取り付け金具と貼り付け面の間にすき間がないことを確認し

てください。

2 取り付け金具裏面のはくり紙をはがして貼り付ける。
接着面に手を触れたり、貼り直しをすると接着力が低下しますのでご注意ください。

アンテナの使いかた
アンテナ本体を起こしてから、エレメントAおよびBの各段をいっぱいにのばし、エレメントBを内側
へ倒します。（取り付け場所によってはアンテナの性能が劣化する場合があります。）

アンテナコードの配線
配線をする前に
•アンテナコードの配線位置は、高熱部を避けてください。
•車の雑音を受ける場合がありますので、コードは車側の配線類から離して設置し、配線処理も確実
に行ってください。

雨水などの侵入を防止するため、コードの車室内への配線には十分注意してください。

コードの配線図

* このコードクランパーは必ず防水ゴムより低い位置に取り付けてください。トランク内への水漏れの原因
となります。

3 本機を取り付ける。
接続例を参照して、センターコンソールやインダッシュに取り付けてください。

ご注意

• 本機のフロントパネルのボタンなどを押したり、強い力を加えたりしないでください。
• 本機の上部に物をはさみ込まないでください。

トヨタ車/三菱車の場合
（イラストはトヨタ車の場合）

本機側面の「T」（トヨタ車/三菱車用）の刻印のあるネジ穴に純正ブラケットの取り付けネジ穴を
合わせて付属の皿ネジ6で取り付けてください。三菱車に本機を取り付ける場合は、トラスネ

ジ7をご使用ください。

日産車の場合
本機側面の「N」（日産車用）の刻印のあるネジ穴に純正ブラケットの取り付けネジ穴を合わせて
付属の皿ネジ6で取り付けてください。

*取り付けネジは、必ず付属の皿ネジ6またはトラスネジ7で取り付けてください。他のネジで取り
付ける場合は、必ず次のサイズのものをお使いください。

5mm 5mm

6mm 6mm

これらより長いネジを使うと、モニターのセット／収納ができなくなるなど故障の原因となります。

受光部へ

純正ブラケットのネジ

純正ブラケット

皿ネジ*6または
トラスネジ*7

皿ネジ*6または
トラスネジ*7

純正ブラケットのネジ

純正ブラケット

皿ネジ*6

5

4

フロントパネル

プレート3

マジックテープqa
マジックテープqa

取り付け面へ

はずすときは、この部分を押しながら引っ張ってください。

ご注意
必ずナビ本体の電源を切って

からはずしてください。

接続延長ケーブルq;

ナビシステム本体（背面）

マジックテープqg
マジックテープqg

取り付け面へ

右側用

左側用

（左側用） （右側用）

ABBAB

A

取付金具
取付金具

上面図 アンテナへ

コード
クランパーqk

防水ゴムw;はゴムパッキンと平行にし、防水ゴム用両面
テープwaで貼り付けてください。

トランク内側

防水ゴムw;

ゴムパッキン

側面図

防水ゴム用両面
テープwa

コードクランパーqk*

防水ゴムw;は平らな面を下にし、防水ゴム用両面テープ
waで貼り付けてください。

ゴムパッキン

コードクランパーqk*

ゴムパッキン

コード
クランパーqk

防水ゴムw;

防水ゴムw; 防水ゴム用両面
テープwa

ゴムパッキング

クッションwh

トランクリッド

両面テープwj

取り付け面へ

音声認識用マイクqs

コードクランパーqf

音声認識用マイクコード

コネクションボックスの
マイク端子へ

リセットボタン
（つまようじの先など
で押してください。）

両面テープe;

リモコンホルダー
（裏面）wl

取り付け面へ

TVアンテナ入力へ

端子の1本はナビシス
テム本体のFMアンテ
ナ入力へ

TVチューナー
ユニット

スカッフプレートを外し、フロアカーペット
の下に引き回してください。

スカッフプレート

アンテナコード

スカッフプレート
シート下にテープで固定する

リアシートクッション部

リアトレイ

トランクリッドルーフ

ダッシュボード

皿ネジ*6

175.4

171

22
.5

25
.5

17
.3

6.
2

33.6 44.7 55.7 20.6

18

25

中心線

取り付け面の曲面に
合わせて、取り付け
金具を折り曲げる

背面図

コードガイド
レールws


